































































•“Mysteries of the Ancient Texts and the Translator’s Lamentations.” 
Transactions of the International Conference of Eastern Studies. No. 
XL. Tokyo, Kyoto. 1995年。（英語）
•「日本古代文学における＜体＞の概念」。『東洋の古代・中世における文体
の理論』所収。ナウカ，モスクワ。1996年。
•“Naming and Seeing Things in Early Japanese Poetry.” Proceedings of 
















































































































•「日本古代文学と《作者》の問題」。James C. Baxter （ed.）, Interpreta-





•『神道大辞典　神々，神社，祭祀』。Orientalia et classica シリーズ。RGGU，
モスクワ。2010年。研究論文：「日本の神話と神々について」，「出雲の信
仰」，「万葉集」。その他80項目を執筆。
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3. 現代日本文学の翻訳
3.1.　小説，和歌
•芥川龍之介，「早春」，「ひょっとこ」，「猿蟹合戦」。『芥川選集』。フドジェ
ストヴェンナヤ・リテラトゥーラ社。1972年。
•中村眞一郎，「甦った恐怖」。『年代日本短編小説・1960-1970』。モスクワ，
プログレス社。1972年。
•筒井康隆，「公共伏魔殿」。『フィール叔父とテレビ』。モスクワ，イスクス
トヴォ社。1974年。
•森村誠一，「人間の証明」。『現代日本推理小説』。モスクワ，プログレス社。
（共訳）1979年。
•坂上宏，「優しい人々」。『現代日本小説文学』。モスクワ，プログレス社。
（共訳）1980年。
•宇都敏夫，「赤いシクラメン」。『心の希望』。モスクワ，ラドゥガ社。1984
年。
•稲沢潤子，「踊っている風の日」。『心の希望』。モスクワ，ラドゥガ社。
1984年。
•前田夕暮，「短歌集」。『四季・現代短歌集』。モスクワ，ラドゥガ社。1984
年。
•水谷順，「ある決闘」。『日本推理小説集』。モスクワ，ラドゥガ社。1990
年。
•黒澤明，「蝦蟇の油」。『諸国文学』誌。モスクワ。1993年。
•長谷川伸，「夜もすがら検校」。『虎の眼・現代日本時代小説』。モスクワ，
イノストランカ社。2004年。
•新田次郎，「梅雨の将軍信長」。『虎の眼・現代日本時代小説』。モスクワ，
イノストランカ社。2004年
•藤沢周平，「虎の眼」。『虎の眼・現代日本時代小説』。モスクワ，イノスト
（ 11 ）
ランカ社。2004年。
•山本周五郎，「裏の木戸は開いている」。『虎の眼・現代日本時代小説』。モ
スクワ，イノストランカ社。2004年。
•杉本苑子，「風車」。『虎の眼・現代日本時代小説』。モスクワ，イノストラ
ンカ社。2004年。
•戸部新十郎，「龍の雅」。『虎の眼・現代日本時代小説』。モスクワ，イノス
トランカ社。2004年。
•逢坂剛，「射影遥かな国」。サンクトペテルブルグ，アズブカ・クラシカ社。
2006年。1-572頁。
3.2.　論文，エッセー
•中村雄二郎，「日本文化における悪と罪」。『諸国文学』誌。1997年。
•山折哲雄，「現代意識の諸問題 : 宗教と無神論の間に立つ日本人」。『哲学
の諸問題』。モスクワ。1998年。
